平成22年度第1回内灘町地下水採取規制審議会
✦質疑応答✦　主な質問と回答の概要については、次のおとり。
【Ｑ１】今回申請井戸の使用目的は何か。
≪Ａ１≫内灘駅構内のみの消雪用と聞いている。

【Ｑ２】現在は消雪井戸を掘る際は400mより深い井戸を掘ることが基本となっていると思うが、昔、深さが400mより浅い井戸が掘れたのはなぜか。
≪Ａ２≫昔の井戸は、申請井戸と既存井戸の距離のみで判断されていたため。しかし、上水の水源を守るために作られた条例によって井戸申請制度が出来たことにより、平成元年から地下水シミュレーションにて掘削可能かどうかの判断をするようになった。

【Ｑ３】地層図を見ると、地下100mの付近に井戸が集中して設置されているのはなぜか。

≪Ａ３≫ちょうど地下100mの層に、地下水が豊富に存在しているためだと考えられる。

【Ｑ４】実際、現在どのくらいの程度の地盤沈下が起きているのか。

≪Ａ４≫内灘中学校水準点では年間12mm沈下、調査を始めて20年経過するが約20cmの沈下が見られる。浅井戸で大量に地下水をくみ上げることにより、地盤沈下への影響が考えられる。
【Ｑ５】北陸鉄道㈱構内の旧井戸は水が出なくなったのか。

≪Ａ５≫出ないわけではなく、井戸が古くなっただけ。

【Ｑ６】付帯条件を付けて許可した場合、水位や水質データなど条件に上がっている資料は、毎回提出してもらえるのか。

≪Ａ６≫それらは提出してもらう。

【Ｑ７】現在使用している井戸は、深さ30ｍの井戸なのだから、新規に掘削する井戸も同じ深さの井戸にしないのか。

≪Ａ７≫浅井戸では地盤沈下が考えられるため、今回少し深い井戸にした。

【Ｑ８】向粟崎の消雪井戸は長時間の降雪により稼動させた場合、朝になると水が出ない場合があるので、申請井戸の掘削により、このような影響が出たら困るのだが。
≪Ａ８≫消雪井戸に影響が出た場合、すぐに揚水をとめてもらう。

【Ｑ９】使用時間帯を付帯条件につけることは可能なのか。

≪Ａ９≫可能である。申請井戸の揚水により、他の井戸に影響が出るようであれば時間制限を設けることもできる。

【Ｑ１０】深さ100mの井戸と150mの井戸の場合、取水する水の層は違うのか。

≪Ａ１０≫違う。お互い別の層からの取水である。

【Ｑ１１】今回申請井戸は、長時間稼動させっぱなしの井戸ではないということで、道路消雪用に使用するほどの水量の使用ではないということか。

≪Ａ１１≫はい。

【Ｑ１２】ストレーナーだけ変えればどうか。
≪Ａ１２≫井戸が劣化したからといって、ストレーナーのみの交換はできない。

